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ＪＲ連合自動車連絡会は４月 17日、国土交通省物流・自

動車局への要請行動を実施した。要請には自動車連絡会幹

事及び各単組の代表者ら総勢 16 名が出席。深刻な人手不

足に陥るバス産業が抱える課題について、現場の実態を踏

まえた主張を訴え、実務担当者らとの意見交換を行った。 

冒頭、自動車連絡会を代表して挨拶に立った矢田尊弘代

表幹事（ＪＲ西労組西日本ＪＲバス地本執行委員長）は「コ

ロナ禍収束により人流が活性化し、収入も回復してきたが未だコロナ禍前の水準には及

ばない。離職により人手不足は深刻な状況にあり、他産業より長い労働時間・低い賃金

を改善し人財の確保・定着を図るべく、

運賃制度の見直しや補助の拡充等をお

願いする」と述べた。これに対し物流・

自動車局の齋藤永能旅客課地域交通室

長は「2024 年問題の影響はトラック業

界のみならずバス業界にも生じてい

る。今後のバス行政に活かすべく生の

現場の声を聞きたい」と応えた。 

出席者からは「労働時間改善に向けた課題への対応」「高速乗合バスの運賃・料金にお

ける下限運賃の設定」「燃料費高騰への対応」「新貨幣・新紙幣対応及びキャッシュレス

決済導入に係る支援」「優良事業者の評価及びインセンティブの付与」等を要望。物流・

自動車局の答弁を受けた後、幹事らより現場の実態を伝えるとともに、魅力あるバス産

業とするためには制度の見直しなどが必要不可欠である旨を強く訴えた。 

◆ 自動車連絡会幹事会に森屋隆参議院議員が参画！◆ 
同日開催した自動車連絡会幹事会には、「21 世紀の鉄道を考える議員フォーラム」に

加入する森屋隆参議院議員が参画。森屋議員からは「公共交通のあり方に関する議論が

進められているが、バス産業をどうするか、そこで働く者の労働条件改善についても議

論されなければならない。ＪＲ連合自動車連絡会

と課題意識を共有し取り組みたい」との挨拶を受

けた。 

ＪＲ連合自動車連絡会は、持続可能なバス産業

の確立に向け、今後も森屋議員をはじめとする関

係議員と連携し、諸課題を解決すべく積極的に取

り組んでいく。 

制度の見直し、支援の拡充を要望 

森屋議員（前列中央）から激励を受ける 

矢田代表幹事(左)から 

齋藤室長(右)に要請書を手交 


